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6. 航海期間 

 平成 24年 7月 20日 – 平成 24年 8 月 4日 

 横須賀・機構岸壁出港 - 横須賀・機構岸壁帰港 

 

7. 調査海域名 

 北部伊豆・小笠原弧（大室ダシ・黒瀬海穴・黒瀬西海穴） 

33°10.0’N 139°10.0’E 

34°40.0’N 140°00.0’E 

の緯線・経線で囲まれる範囲内 

 

8. 調査目的・航海概要 

＜調査目的＞ 

未知の活火山である可能性が高い、大室ダシの火山活動・噴火履歴を解明する。

また、水深が異なるカルデラ（黒瀬西海穴・黒瀬海穴）を比較し、海底噴火の火山物理

プロセスを解明する。 

 

＜航海概要＞ 

NT12-19 航海では上記の調査目的に基づき、北部伊豆・小笠原弧の大室ダシ・

黒瀬西海穴・黒瀬海穴において「ハイパードルフィン 3000」計 14潜航（別図 1）と SEABAT

海底地形調査・シングルチャンネル地震波構造探査を実施した。航海後半に台風 10 号

の接近に伴い、7 月 31 日から 8 月 2 日にかけて館山湾にて避泊したが、概ね当初の調

査計画を遂行することができた。各調査海域の調査結果概要は以下の通りである： 

１．大室ダシ 

大室ダシでは「ハイパードルフィン 3000」10 潜航（第 1401 - 1409 潜航・第

1414 潜航）を行い、地質調査・岩石試料採取・SAHF 地殻熱流量測定を実施した。また

同時に現場型化学センサーと 128連式アネモネ採水器を用いた熱水探査も行った。採取

された岩石試料は主に新鮮な流紋岩質溶岩・軽石であり、他の潜航調査結果と併せて、

大室ダシが活動的な流紋岩質海底火山であることが初めて確認された。 

２．黒瀬西海穴 

黒瀬西海穴では「ハイパードルフィン 3000」2 潜航（第 1410, 1411 潜航）を

行い、海穴北壁の地質調査・岩石試料採取を実施した。また同時に現場型化学センサー

を用いた熱水探査も行った。採取された岩石試料は主に新鮮な流紋岩質軽石であり、黒

瀬西海穴が海底カルデラ噴火によって形成された火山であることが確認された。 

３．黒瀬海穴 

黒瀬海穴では「ハイパードルフィン 3000」2 潜航（第 1412, 1413 潜航）を行

い、海穴北壁・南壁の地質調査・岩石試料採取を実施した。また同時に現場型化学セン



サーを用いた熱水探査も行った。海穴壁は厚い石灰質沈殿物に一面覆われており、新鮮

な火山岩は採取されなかった。これは黒瀬海穴が活動的な火山ではない可能性を示唆し

ている。 

今航海で得られた地質調査・地球物理探査結果の解析と岩石試料の分析を進め

ることで、これまで明らかになっていなかった大室ダシ・黒瀬西海穴・黒瀬海穴の詳細

な火山活動史が明らかになり、また珪長質海底火山噴火を支配する火山物理プロセスが

解明できると期待される。 
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別図 1. NT12-19調査実施内容 

 

 


